
●お子さまの安全のため、ご使用前に必ず本書を読み、
十分ご理解のうえ、記載された内容に従い正しくお使
いください。

●裏表紙の品質保証書の欄に必要事項をご記入くだ
さい。

●このベビーシートは、ヨーロッパ基準 ECE R44/03
を取得しています。

●本書は、シートカバー後ろ側の収納ボックスに保管し
てください。（2ページ参照）
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ベビーシートは、交通事故などの場合にお子
さまの傷害を軽減することを目的としてお
り、必ずしも事故からお子さまを無傷で守る
ものではありません。

このたびは、コンビ ベビーシートをお買い
上げいただき、ありがとうございました。
ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読
みのうえ、正しくお使いください。

お使いいただく前に

ベビーシートが取り付けられるのは、
3点式シートベルトの車です。

■3点式シートベルトとは

図のように、腰ベルトの
左右と肩ベルトの3点で
体を支えるシートベルト
のこと。

次の条件をすべて満たすお子さまにお使いい
ただけます。

お使いいただけるお子さまの条件

●体重 ：2.5kg以上～13kg未満のお子さま。
（参考月齢…新生児～15カ月ころ）

※新生児とは、体重2.5kg以上かつ在胎週数37週以上

●身長 ：ベビーシートに乗せ、頭頂部が本体
から上に出ないお子さま。

安全にお使いいただくために

「危険」、「警告」、「注意」の表示は、これら
の注意事項が守られなかった場合に予想さ
れる、危害・損害の、切迫度や大きさによ
り区分したもので、大変重要な内容です。
必ずお守りください。

表示

危険

警告

注意

表示の内容

誤った取り扱いをすると、人が
死亡または重傷を負う危険が切
迫して生じることが想定される
内容です。

誤った取り扱いをすると、人が死
亡または重傷を負う可能性が想定
される内容です。

誤った取り扱いをすると、人が傷
害を負ったり、物的損害が起こる
可能性があります。

低月齢期間のご注意

1  カブリオレ

●長時間使用の禁止
長時間連続してのご使用は、お子さまの負担と
なります。1時間程度を目安に休憩をとるなど
してください。

●保護者の同乗（ベビーシートとして使用時）
できるだけ運転者以外に同乗者が乗り、お子さ
まから目を離さないでください。やむを得ず運
転者以外に同乗者がいない場合は安全運転に留
意し、休憩時などにお子さまの様子をご確認く
ださい。

肩ベルト 

腰ベルト 
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各部のなまえ

ご使用前に、各部品がそろっていることをご確認ください。

正　面

裏面・側面

2  カブリオレ

●幼児ベルト 

●幌 

●アジャスターレバー 

●幌収納カバー 

●ハンドル 

※このボタンは、本機単品 
　としてお使いいただく場 
　合には使用しません。 

シートカバー● 
●インナークッション 

差込タング● 

バックル● 
股ベルト● 

ベルト調節ボタン● 

ハンドルボタン● 

収納ボックス● 

肩ベルトカバー● 

幼児ベルト通し穴● 

●ベルトガイド 

●収納ボックス 
　開閉つまみ 

●ベルトガイド 

●本体 
●アジャスター 
　（シート下） 

●調節ベルト 

●股ベルトカバー 

●本書 

●タングキーパー 
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本製品の3つの使いかた

ベビーシートを使用する前に、お子さまを
乗せ、P1、Ｐ17～P18までの内容を確
認してください。

このベビーシートは、次のようにハンドル
の位置を変えることにより、3つの使いか
たができます。

●ハンドルの位置

ハンドルは3段階で調節できます。
ハンドル両脇の2つのハンドルボタンを同
時に押し、位置を調整します。

1 ベビーシートとして
（Ｐ17-32参照）

1ベビーシート/ベビーキャリーポジション
2ロッキングチェアポジション
3ロッキングチェア固定ポジション

ハンドルが正しい位置になると、押し込まれた
ボタンが元に位置に戻ります。

2 ベビーキャリーとして
（Ｐ33参照）

3  カブリオレ

ハンドルボタン 

1

2

3
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● ロッキングチェアとして使用する場合も、必ず差込タングをバックルに
差し込んでください。

● 車内では、絶対にロッキングチェアとして使用しないでください。

● 不安定な場所では、ロッキングチェアとして使用しないでください。

＜ロッキングチェアポジション＞ ＜ロッキングチェア固定ポジション＞

3 ロッキングチェアとして
（Ｐ34参照）

4  カブリオレ

注
意
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5  カブリオレ

アジャスターの使いかた

アジャスターの調節のしかた

アジャスターにより、お子さまのポジションを調節することができます。
5kg未満のお子さまの場合は、本体のシートカバーの下のアジャスターを一番上の位置に
調整してください。

2

1

1ベルト調節ボタンを押します。
2幼児ベルトを手前に引き、ゆる
めます。

1  体重5kg未満のお子さまの場合

本体前部のアジャスターレバーを下げ、
シートカバーの下のアジャスターを図の
位置にします。

2

● お子さまが成長して幼児ベルト通
し穴の調節が必要になったら、ア
ジャスターは下の位置で使用して
ください。

● お子さまが成長して5kg以上（4ヵ
月～5ヵ月）になりましたら、ア
ジャスターは下の位置にしてくだ
さい。

 体重5kg以上のお子さまの場合

本体前部のアジャスターレバーを上げ、
シートカバーの下のアジャスターを図の
位置にします。

アジャスターレバー アジャスター 
（シートの下） 

注
意
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6  カブリオレ

● アジャスターやアジャスターレバーに無理な力かかると、アジャスターベルトがはずれ
ます。アジャスターレバー本体もはずれる場合があります。

● アジャスターレバーを取り付けたり、アジャスターベルトの先端の輪をフックにかけて
簡単に元に戻すことができます。

アジャスター 

断面図 
フック 

アジャスター 
ベルト 

断面図 

アジャスターレバー 

注
意
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7  カブリオレ

幌の使いかた

1ハンドルをベビーシート/ベビー
キャリーポジションにします。

2幌収納カバー後ろの幌ボタンを押
ます。

3幌収納カバーを手前に開きます。

1幌を引き出して、幌の端のボタン穴
をハンドル上の幌フックにかけます。

2幌収納カバーを閉じます。

…幌をしまうときには、幌がはみ出さ
ないように幌収納カバー内におさ
め、『カチッ』と音がするまで閉めて
ください。

2

幌は、お子さまを強い日射しから守ります。
幌は本体上部の幌収納カバー内に収納されています。

1

幌ボタン 

幌収納カバー 

ハンドル 

2

1

3 幌フック 

1

2

本体を持つときに幌収納カバーを握ることがありますので、幌の出し入れを行った後は、
幌収納カバーがしっかりと閉じていることを確認してください。注

意
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8  カブリオレ

お子さまにあわせた各部の調節

お子さまを乗せ、使用するベルト通し穴の位置をお子さまの体にあわせてください。

● お子さまを乗せるときには、下図のよう
な乗せかたをしないでください。ベビー
シートが本来の機能を果たさず、危険を
まねくおそれがあります。

● おくるみなど、両足が分かれない衣類の
着用はおやめください。

正しい幼児ベルト穴へセットしてくだ
さい。

差込タングをバックルに差し込んで
ください。

股ベルトがお子さまの両足の間に
通っている。

調節ベルトを引き幼児ベルトのたるみ
をとってください。
（お子さまと幼児ベルトの間に、大
人の手のひらが入る程度の長さに調
節してください。）

● お子さまをベビーシートに深く
座らせてください。

● 寝袋に入れたまま、乗せない。
● ベビーウェアの中におもちゃなどを入れ
たまま、乗せない。

● お子さまをタオルなどでくるんだまま、
乗せない。

● かさばったベビーウェアを着せたまま、
乗せない。

警
告
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9  カブリオレ

インナークッションの使いかた

幼児ベルトの高さを調節しても、お子さまの
頭がつかえるようになったら、インナークッ
ションをはずしてください。

1 バックルボタンを押して差込タングをはず
し、幼児ベルトから肩ベルトカバーを引き抜
きインナークッションを取りはずします。

インナークッションのはずしかたインナークッションの調節のしかた

インナークッションは、低月齢のお子さまが、ベビーシートの中で正しい姿勢を保持する
ためのものです。

お子さまの頭がインナークッションにつかえ
るようになったら、幼児ベルトの位置を調節
してください。

1 バックルボタンを押して差込タングをはず
し、幼児ベルトから肩ベルトカバーを引き抜
きインナークッションを取りはずします。

2「幼児ベルトの高さ
調節」（12ページ）を
ご覧になり、幼児ベ
ルトを高い位置の幼
児ベルと通し穴に入
れ替える。

3 ベビーシートにイン
ナークッション取り
付けて幼児ベルトを
表側に引き出し、肩
ベルトカバーを取り
付ける。

バックル 
ボタン 肩ベルトカバー 

お子さまの頭がインナー
クッションにつかえて首
が曲がったり、頭がイン
ナークッションの上に
乗ったまま使用しないで
ください。インナークッ
ションを調節するか取り
はずしてください。

注意
インナークッション 
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お子さまの乗せかた

10  カブリオレ

バックルボタンを押して差込タングを
抜きます。

1幼児ベルトをゆるめ（15ページ参
照）、タングキーパーにはさみ込み
ます。

2股ベルトカバーをベルト調節ボタン
に引っ掛けてバックルをとめます。

21

差込タング 

バックルボタン 

タングキーパー 

ベルト調節 
ボタン 

股ベルトカバー 

2 2

1

次ページに続く
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お子さまの乗せかた

11  カブリオレ

左右の幼児ベルトがねじれていない
こと

お子さまを乗せ、左右の幼児ベルト
を肩からかけ、手順2でとめた股ベル
トカバーをはずして、バックルを戻
します。

左右の差込タングを重ね合わせて、
『カチッ』と音がするまで、バックルに
差し込みます。

43

幼児ベルト 

左右を重ね合わせ 差し込む

警
告



お
子
さ
ま
に
あ
わ
せ
た
各
部
の
調
節

幼児ベルト通し穴の位置がお子さまの体
にあっていないと、衝撃が加わったとき
に幼児ベルトが肩からはずれ、お子さま
を正しく保持できません。

幼児ベルトの高さ調節
次ページに続く

12  カブリオレ

調節ベルトを引き出して、左右の幼児
ベルトがお子さまの体にフィットする
ように調節します。

5 幼児ベルト通し穴の高さの選びかた

幼児ベルトは、お子さまの肩の高さに
一番近い位置に通してください。

調節ベルト 

近い 

遠い 

近い 

遠い 

近い 

遠い 

警
告
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幼児ベルトの高さ調節

13  カブリオレ

バックルボタンを押して差込タングを
はずし、幼児ベルトから肩ベルトカ
バーを引き抜きます。

収納ボックス開閉つまみを下に押し下
げて収納ボックスを開け、本体裏側か
ら幼児ベルトを引き抜きます。

21

肩ベルトカバー 

2
1

幼児ベルト 

収納ボックス 
開閉つまみ 

収納ボックス 
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14  カブリオレ

幼児ベルトを、お子さまの体にあった
幼児ベルト通し穴に通します。
肩ベルトカバーを通し、収納ボックス
を閉じます。

お子さまを乗せ、差込タングをバック
ルに差し込み、肩ベルトの位置を確認
します。

43

幼児ベルト通し穴 

バックル 
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15  カブリオレ

調節ボタン 
調節ベルト 

幼児ベルト 

幼児ベルトの長さ調節

お子さまを乗せて、幼児ベルトがフィット
するように長さを調節します。左右の幼児
ベルトの長さが同じになるように調節して
ください。

● 必ずベルトの長さを調節してください。
● 幼児ベルトにたるみがあると、衝突時
などにお子さまが飛び出したり、ベル
トが首に巻き付き、窒息するおそれが
あります。

幼児ベルトを短くするには

調節ベルトを手前に引きます。

幼児ベルトを長くするには

カバーの下の調節ボタンを押しながら、幼
児ベルトを手前に引きます。

警
告
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16  カブリオレ

各部の調節の完了チェック

1お子さまがベビーシートに深く
座っていること。

2インナークッションが正しく使わ
れていること。

3正しい幼児ベルト通し穴にセット
されていること。

4幼児ベルトにねじれやたるみのな
いこと。（お子さまと幼児ベルトの
間に、大人の手のひらが入る程度
の長さに調節してください。)

5差込タングがバックルに差し込ま
れていること。

6股ベルトがお子さまの両足の間に
通っていること。

7アジャスターが正しい位置になっ
ていること。

2

3

4

5

6

7
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17  カブリオレ

ベビーシートとして使う 取り付けできない座席

●シートベルトの付いて
いない座席。

●2点式シートベルトの
座席。

●シートベルトの長さが
極端に短い座席。

●エアバッグ装備の座席。
…サイドエアバッグのみ
の場合には使用できま
す。

ベビーシートは、交通事故などの
場合にお子さまの傷害を軽減する
ことを目的としており、必ずしも
事故からお子さまを無傷で守るも
のではありません。

ベビーシートが取り付けられるの
は、 3点式シートベルトの車です。

■3点式シートベルトとは

図のように、腰ベルトの左右と肩ベル
トの3点で体を支えるシートベルトの
こと。

肩ベルト 

腰ベルト 

次の条件のいずれか１つでもあてはまる場合は、
その座席ではお使いいただけません。

●進行方向に対して横向
き、または後向きの座席。

危
険
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18  カブリオレ

37cm未満 

ベルトガイド 

●極端なバケットシート。
…座面の中央が極端にへこんで
いる座席。

ベビーシートは、前座席・
後座席ともに取り付けられ
ますが、より安全な後座席
への取り付けをおすすめし
ます。また、前座席に取り
付ける場合には、安全性を
高めるため、車のシートを
後ろにスライドさせての使
用をおすすめします。

●エアバッグのついている
前座席には、絶対に取り
付けないでください。

●パッシブシートベルトの付い
た座席。
※パッシブシートベルトとは
…車の座席に座ってドアを閉める
と、自動的にシートベルトを装
着してくれる装置のこと。とく
に輸入車に多くみられます。
（オートマチックシートベルト）

40cm未満 

●ベビーシートのベルトガイ
ドの位置よりも、前方向か
らシートベルトが出ている
座席。

●座面の奥行きが40cm未満
の座席。

●シートベルトの取り付け幅が
37cm未満の座席。

●座席の中央が極端に盛り上
がっていて、取り付けたと
きに不安定になる座席。

左記以外の座席でも、
ベビーシートをしっか
り固定できない場合に
は、使用しないでくだ
さい。

危
険
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19  カブリオレ

●エアバッグが装着された
座席では、使用しない
でください。衝突時、
エアバッグの作動によ
り大きな衝撃を受け、
危険です。

…サイドエアバッグのみの
場合には使用できます。

●シートベルトや座席の
条件により、取扱説明
書どおりにしっかりと
取り付けできないとき
は、他の座席に取り付
けてください。

●左右の差込タングをしっ
かりバックルに差し込
んでください。

次のような使いかたは、ベビーシートが本来の機能を果たさず、危険をまねくおそれが
あります。

 危険

安全にお使いいただくために

●使用条件に適合しない
お子さま・座席では、
使用しないでください。

●安全のため、必ず後向
きに取り付けてくださ
い。前向きでは絶対に
使用しないでください。

●車に取り付けるときは、
必ず車のシートベルトで
固定してください。
ひもなど、シートベルト
以外のもので固定しない
でください。
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次ページに続く

●幼児ベルトに傷が付い
たときは、ご使用にな
らないでください。修理
の必要がありますので、
当社のコンシューマー
プラザにお問い合わせ
ください。

●お子さまがバックルボタ
ンを押してしまう可能性
があります。ときどき差
込タングがバックルから
はずれていないことを確
認してください。

●車のシートベルトに傷が
ある場合は、その座席で
は使用しないでください。

●お子さまを車内に1人で
放置しないでください。
日ざしの強い日などに
は、車内の温度も高く
なり、お子さまが脱水
症状になるおそれがあ
ります。
また予期せぬ事故の元と
なります。必ず保護者の
方が同乗してください。

●幼児ベルトがたるんだ状
態で使用しないでくださ
い。ベルトが首に巻き付
き、窒息するおそれがあ
ります。

●衝突事故や製品を落下さ
せたときなど、1度でも
強い衝撃を受けた場合
は、外見上の破損がなく
ても、絶対に使用しない
でください。

次のような使いかたは、ベビーシートが本来の機能を果たさず、危険をまねくおそれが
あります。

 警告
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21  カブリオレ

●お子さまをベビーシート
に乗せていないときで
も、シートベルトで固定
しておいてください。
車内に転がり、運転の
妨げとなることがあり
ます。

●シフトレバーやパーキ
ングブレーキなどの操
作に支障をきたす場合
は、助手席に取り付け
ないでください。

●2ドアや3ドアの車で後
座席に人が乗る場合は、
助手席に取り付けないで
ください。緊急時の脱出
の妨げになります。

次のような使いかたは、同乗している
方に危険をまねくおそれがあります。

●車の前座席に、ベビー
シートを取り付け、助手
席側のドアミラーが見え
にくいときは、後座席に
取り付けてください。

●バックルにゴミなどが詰
まって確実に差し込めな
い場合は、修理の必要が
ありますので、当社のコ
ンシューマープラザにお
問い合わせください。

次のような使いかたは、ベビーシートが
本来の機能を果たさず、危険をまねくお
それがあります。

安全にお使いいただくために

 警告
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22  カブリオレ

●直接日光が当たると、本
体や差込タングなどが熱
くなり、お子さまがやけ
どをするおそれがありま
す。各部にさわり、やけ
どをしないことを確認し
てから使用してください。

●走行中は、ベビーシート
の操作や調節をしないで
ください。また、同乗し
ている他のお子さまがベ
ビーシートを操作しない
ようにしてください。

●ベビーシートを改造し
ないでください。ま
た、本書に記載されて
いない取り扱いをしな
いでください。

●風雨にさらさないでくだ
さい。

●車の座席にクッションや
座布団などを敷いたま
ま、取り付けないでくだ
さい。しっかり固定され
ません。

●固定されていない物を車
内に置かないでくださ
い。急ブレーキや衝突時
にお子さまなどに当たる
おそれがあります。

●シートカバーなどの縫製
品や、ウレタンなどの
クッション材をはずした
まま使用しないでくださ
い。また、本製品以外の
物と取り換えたりしない
でください。（衝突時の安
全性能に影響を与えるお
それがあります）

●本製品を車のシート可動
部やドアなどに挟まな
いように十分注意して
ください。

次ページに続く

 注意

●車への乗せ降ろしの際には、ボンネットの上な
ど、不安定で高い場所には置かないでください。
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23  カブリオレ

 日常の点検
ベビーシートの本来の機能を果たすため、走行前には、次の事項を点検してください。

事故など緊急時は、保護者の方がバックルボタン（赤色）を

押し、幼児ベルトをはずして、お子さまを車外に脱出させ

てください。

幼児ベルトが正しい穴位
置に通されていること

差込タングがしっかりと
バックルに差し込まれて
いること

ハンドルが立てた状態に
なっていること

ベビーシートが座席に
しっかりと取り付けられ
ていること

幼児ベルトにねじれやた
るみがないこと

車のシートベルトの差込金
具がしっかりとバックルに
差し込まれていること

 緊急時の脱出

安全にお使いいただくために

幼児ベルトがお子さまの
体にフィットしているこ
と



ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
と
し
て
使
う

24  カブリオレ

● 車のシートベルトに傷がある場合は、その座席に取り付けないでください。
● 助手席にベビーシートを取り付けてドアミラーが見えにくい場合は、後座席に取り付けて
ください。

● お子さまが乗っていないときでも、ベビーシートは必ずシートベルトで固定してくだ
さい。

● シフトレバーやサイドブレーキなどの操作に支障をきたす場合は、助手席に取り付けない
でください。

● 2ドア・3ドア車で後座席に人が乗る場合、緊急時の脱出の妨げになりますので助手席に
ベビーシートを取り付けないでください。

● 必ず3点式シートベルトの座席に取り付けてください。2点式シートベルトの座席では絶
対に使用しないでください。本来の機能を果たさず、大変危険です。

● ベビーシートがしっかりと取り付けできない場合は、本来の機能を果たさず危険ですの
で、他の座席に取り付けてください。

● 車への取り付けは、ひもなど、シートベルト以外のもので固定しないでください。
● エアバッグが装着された座席では、ベビーシートを使用しないでください。衝突時、エア
バッグの作動により大きな衝撃を受け、危険です。
※サイドエアバッグのみの場合には使用できます。

車への取り付けかた

ここでは、シートベルトの種類、取り付け上のご注意、および取り付けかたを説明してい
ます。
※車の座席の形状などにより、取り付けできない場合があります。詳しくは17～18ページを参照し
てください。

警
告

危
険
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ベビーシートは、シートベルトの種類により取り付けかたが異なります。
下表をご覧になって、ご使用の車のシートベルトの種類をご確認ください。
下表ではわからない場合には、車の取扱説明書をご覧ください。

シートベルトの種類と取り付け上の注意点

2点式シートベルトとは

図のように、腰ベルトの
左右2点で体を支える
シートベルトのこと。
（2点式シートベルトには
取り付けられません）

3点式シートベルトとは

図のように、腰ベルトの
左右と肩ベルトの3点で
体を支えるシートベルト
のこと。

肩ベルト 

腰ベルト 腰ベルト 

● 必ず3点式シートベルトの座席に取り付けてください。
● 2点式シートベルトの座席では絶対に使用しないでください。本来の機能を果たさず、大変
危険です。

危
険

取り付け上の注意点

ゆっくりとシートベルトを引
き出して取り付けてください。

シートベルトをすべて引き出
すと危険です。シートベルト
を一度戻して、チャイルド
シート固定機能は解除して取
り付けてください。

ベビーシートにあわせてシー
トベルトの長さを調節して取
り付けてください。

使用できません。

車のシートベルトの種類
（シートベルトの方式）

ELR
緊急ロック式巻取装置付き

ALR/ELR
チャイルドシート固定機能付き

NR
マニュアル式

NLR
非ロック式巻取装置付き

ALR
自動ロック式巻取装置付き

特　徴
（見分け方）

ゆっくりと引くとベルトが自
由に伸び縮みし、勢いよく引
くとロックする。

ベルトをすべて引き出した後
で巻き戻すと自動的に締ま
り、それ以上伸びなくなる。
（ベルトを全て巻き戻すと解除
される）

巻き取り装置の付いていない
シートベルト。

ロック機能のない巻取装置付
きシートベルト。

ベルトを引き出す途中で止め
るとロックされ、それ以上引
き出せなくなる。

取り付け
の可否
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26 カブリオレ

取り付けの準備

●ベビーシートのハンドルを立てた状態に
してください。

●このベビーシートは、必ず後向きに取り
付けます。絶対に前向きでは使用しない
でください。

●車の取り付ける座席に、ベビーシート
の底面をしっかりつけて、座席の最も
奥の位置に置いてください。

1背もたれを、10°～30°の角度にして
ください。

2高さ調節できるヘッドレストは、一番下
まで下げてください。

3引き出し位置を調節できるシートベルト
は、一番低い位置にしてください。

4前座席に取り付ける場合は、座席を一番
後ろまで下げてください。

車側の準備 ベビーシートの準備

1

2

3

4

進行方向
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27  カブリオレ

座席への取り付けかた

車のシートベルトを引き出し、腰ベル
トを、ベビーシート両サイドのベルト
ガイドにはさみ込みます。

車の肩ベルトを、ベビーシート背面の
ベルトガイドにはさみ込みます。21

フック 

ベルト 
ガイド 

腰ベルト 

ベルト 
ガイド 

背面の 
ベルトガイド 

車の肩ベルト 

ベルトガイドは両サイドと背面の青色部、3ヵ
所です。

肩ベルトが、ベルトガイドのフックより下
にしっかりはさみ込まれていることを確認
してください。

警告
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肩ベルトがハンドルの根元にかからないこと、腰ベルトが両サイドのベ
ルトガイドにはさみ込まれていることを確認してください。

警告

次ページに続く

車の差込金具をバックルに差し込みます。3

車のバックル 
車の差込金具 

ベルトガイド ハンドル 
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29  カブリオレ

座席への取り付けかた

ベビーシートに体重をかけて押し込み
ながら、車の肩ベルトを矢印の方向に
引き、たるみをなくします。

4 ● 車のシートベルトが青いベルトガイド
（3ヵ所）を通っていることをもう一度
確かめてください。

● ベビーシートを寝かせすぎると、急
ブレーキや衝突時にお子さまがベ
ビーシートから飛び出すおそれがあ
ります。

目安として、足側本体上部が車の座席と水平に
なるくらいに取り付けてください。

警
告



ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
と
し
て
使
う
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取り付け時の完了チェック

取り付けが終わったら、ベビーシートがしっかり取り付けられているか、次のことを
確認してください。

1車のシートベルトの差込金具が、
しっかりバックルに差し込まれてい
ること。

2車の背もたれとベビーシートの先端
の接している部分に、すきまがない
こと。

3車のシートベルトが、青色の3つのベ
ルトガイドに正しくはさみ込まれてい
ること。

4お子さまを乗せた状態で、車のシート
ベルトにゆるみのないこと。

5ベビーシートの差込タングがしっかり
バックルに差し込まれていること。

6幼児ベルトの調節が正しくされている
こと。
（15ページを参照）

これらの項目を確認し、しっかり取り付けできない場合は再調節してください。それでも
しっかり取り付けできない場合は、他の座席に取り付けてください。本来の機能を果たさ
ず、危険をまねくおそれがあります。

ベビーキャリーとしてご使用の
場合

お子さまを乗せたままでも、車への取り付
け、取りはずしが可能です。

3

5

1

4

2

3

2

6

警
告



ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
と
し
て
使
う

31  カブリオレ

こんなときには

ベビーシートを、より確実に固定する方法

●後座席に取り付けた場合
車の前座席を後ろにスライドさせ、ベビーシート
の背面に接するようにしてください。より確実に
固定できます。

差込金具がベルトガイドに当たり、しっかり取り付けできない場合は、図のように対応し
てください。

エアバッグが装着された座席では使用し
ないでください。エアバッグの作動によ
る衝撃で、危険な状況になります。(装
備されているのがサイドエアバッグのみ
の場合には使用できます)

差込金具をはずしてバッ
クルを持ち、バックル側
のベルトに1～3回ひね
りを加えて短くします。

もう1 度差込金具を
バックルに差し込み、
固定します。

21

警
告

差込金具が、ベルトガイドに当たり、不安定な場合

●ひねりを加えて取り付けしたあ
とに、ベルトがベルトガイドか
らはずれやすくなった場合は、
バックルを反対側にひねって取
り付けしてください。

● 1～3回ひねりを加えてもベル
トガイドに当たる場合は、当社
専用のフィットマット（別売）を
ご使用ください。

バックル 

差込金具 
短くする 

ひねりを加えても
しっかり取り付けら
れない場合は、使用
しないでください。
本来の機能を果たさ
ず、危険をまねくお
それがあります。

警
告
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A/ELR付きシートベルトで、取り付け作業時にALRが作動し、ベビーシートが正しい位置に取り付け
できなくなった場合は、以下のように対応してください。

●ALR機能を解除する
1 いったん作業を中止し、バックルをはずし
ます。

2 シートベルトをすべて巻き戻し、ALR機能を
解除します。

●再度、取り付ける
もう一度、最初から取り付け作業をやり直してく
ださい。

ALRが作動し、ベビーシートを正しい位置に取り付けできなくなった場合

正しい取付位置

お子さまを乗せたまま作業を行わない
でください。

注
意

ALRが作動してしまう場合は、ベビーシート
を横にしたり、立てた状態でALRが作動しな
いようにシートベルトを回して取り付けてくだ
さい。
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33  カブリオレ

ベビーキャリーとして使う

ハンドルをキャリーポジションにすると、
お子さまをベビーシートに乗せたまま移動
することができます。● お子さまを乗せるとき

は、必ず幼児ベルトの差
込タングとバックルを固
定してください。

● ハンドルを肩にかけて持
ち運ばないでください。
お子さまを転落させた
り、運んでいる方が転倒
して、けがの原因となり
ます。

● 階段、段差、坂道など、
段差のある場所でぶつけ
ないように十分注意して
ください。お子さまを転
落させたり、運んでいる
方が転倒して、けがの原
因となります。

● ベビーシートを、テー
ブルやいすの上など、
落ちる危険性がある場
所に置かないでくださ
い。転倒してけがの原
因となります。

 警告

お子さまの乗せかた、幼児ベルトの高さ調節のしかた、幼児ベルトの長さの調節のしかた
は、Ｐ8～15を参照してください。

ハンドルをわきにかけ、
もう一方の手で本体をつ
かむ。

持ち方 1

ハンドルを握ってもつ

持ち方 2

● ハンドルがわきからすべり落ちる可
能性がありますので、必ずもう一方
の手で本体をつかんでください。

● ハンドルがキャリーポジションで固定
されていることを確認してください。

警
告
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ロッキングチェアとして使う

ハンドルをロッキングチェアポジションに
して、手で軽く押してください。
ベビーシートがロッキングします。
また、ハンドルを固定ポジションにすると
ロッキングしませんので、チェアとしてお
使いいただけます。

＜ロッキングチェア固定ポジション＞

＜ロッキングチェアポジション＞

●必ず、保護者の目の届く場所で使用してください。

●お子さまを乗せるときは、必ず幼児ベルトの差込タ
ングとバックルを固定し、ベルトにたるみがないよ
うに調節してください。

●車内では、ロッキングチェアとしての使用はおやめ
ください。

●テーブルやイスの上な
ど落ちる危険性がある
場所や階段・段差・傾
斜のある所、またタイ
ルなどすべりやすい場
所での使用はおやめく
ださい。転倒してけが
の原因となります。

●ストーブの近くや、落下物の
心配のある場所での使用はおやめください。

●2人以上のお子さまを乗せないでください。

●お子さまの乗せ降ろしは、必ず保護者の方が行って
ください。

●首がすわるまでロッキングは使わないでください。

●お子さまの足が床に着く場合は、ご使用をおやめく
ださい。

 警告

次のような使いかたは、ベビーシートが本
来の機能を果たさず、危険をまねくおそれ
があります。

お子さまの乗せかた、幼児ベルトの高さ調節のしかた、幼児ベルトの長さの調節のしかた
は、Ｐ8～15を参照してください。

34  カブリオレ

● お子さまの様子を見ながら押して
ください。

● 長時間のご使用はおやめください。
警
告

フローリングなどの硬い床面では、
「ガタガタ」と音がすることがあります。注

意
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幌収納カバー 

1

2

3

ゴムフック 

背もたれのカバーの付けはずしは多少か
たい場合がありますので、指などをはさ
まないようにしてください。

1バックルボタンを押して差込タングをはず
し、肩ベルトカバー、インナークッションを
引き抜きます。

2股ベルトから、股ベルトカバーを引き抜き
ます。

3背面の幌収納カバー端部から幌のゴムフック
（2ヵ所）をはずし、幌を引き抜きます。

4シートカバーのフック（4ヵ所）をはずし、ベル
トガイドにかけられているゴムをはずします。

お手入れのしかた

シートカバーのはずしかた

5シートカバーを背もたれとタングキーパーか
らはずします。

6幼児ベルト、股ベルトをシートカバーから引
き抜きます。

7調節ベルトを本体のフックからはずし、シー
トカバーから引き抜きます。ベルト調節ボタ
ンを通し穴からはずします。

注
意

ベルト調節ボタン 
通し穴 

タングキーパー通し穴 

5

4

4

4

6

7
5

4

7
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次ページに続く

シートカバーの取り付けかた

1幼児ベルトと股ベルトをシートカバーに通し
ます。

2調節ベルトをシートカバーに通し、本体の
フックにかけ、ベルト調節ボタンを通し穴か
ら出します。

3背もたれにシートカバーをかけ、タングキー
パーをシートカバーに通します。

7シートカバーのフック（4ヵ所）をかけ、ベ
ルトガイドにゴムを引っかけてとめます。

8幌のゴムフック（2ヵ所）を、幌収納カバーの
端部にかけます。

6幼児ベルトをインナークッションに通し、肩
ベルトカバーを通します。

7股ベルトに、股ベルトカバーをかぶせます。
8左右の差込タングを組み合わせてバックルに
差し込みます。

※調節ボタンを押しながら調節ベルトを引い
て、左右の幼児ベルトが調節できることを確
認します。

ベルト調節ボタン 
通し穴 

タングキーパー通し穴 

3

4

4

4

1

2

2
3

4

幌カバー 

6

7

5

8
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お手入れのしかた

通常はかたく絞った布で水拭きしてくださ
い。汚れがひどい場合は、中性洗剤を水で薄
めた液で汚れを落としてから水拭きし、日陰
で乾燥させてください。

本体、幼児ベルトのお手入れ方法

保管のしかた

●取扱説明書
取扱説明書(本書)は、よくお読みのうえ、本体
後ろ側の収納ボックスに保管してください。

●本体
長期間使用しないときは、車から降ろし風通
しが良く、お子さまの手の届かない場所に保
管してください。

●洗濯時は次のことを守ってください。

手洗い 

30

ドライ 
 

エンソ 
サラシ 
 

シートカバー、インナークッション、肩ベルト
カバー、股ベルトカバー、幌の洗いかた

※蛍光増白剤を含まない洗剤を使用してください。
※インナークッションを洗濯する場合は、スポンジを抜
いてください。

ヨ ワ ク 

平 

低 

液温は30℃を限界とし手洗いして
ください。

塩素系漂白剤は使用しないでくだ
さい。

幌以外は、アイロン掛けはしないで
ください。

幌は低温でアイロン掛けしてくだ
さい。

ドライクリーニングはしないでくだ
さい。

手絞りの場合は弱く、洗濯機脱水の場
合は短時間で行ってください。強く絞
ると、シワが残ることがあります。

日陰で平干してください。

中性洗剤を原液で使用したり、ガソリ
ン、ベンジンなど有機溶剤の使用はお
やめください。本体および幼児ベルト
をいためるおそれがあり危険です。

廃棄方法

●お住まいの各自治体の規定にしたがい処
分、廃棄してください。

●衝突事故や製品を落下させたときなど、1度
でも強い衝撃を受けたチャイルドシート
は、外見上の破損がなくても絶対に使用し
ないでください。事故により処分する場合
は、本製品が再利用されないように縫製品
などをはずして、廃棄してください。

警
告
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製品仕様

製品重量 ：3.3kg

主な材質 ： ● 本体…ポリプロピレン、ポリスチレン
● シートカバー

　表生地…ポリエステル、綿

　クッション材…発泡材
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製品サイズ
(単位：ｍｍ）

680

720 500

3
8
5

5
6
5




